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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、19 世紀のアメリカ・ルネサンス期の文学研究、
特にナサニエル・ホーソーンの諸作品の研究に、風景論や空間論といった新しい学際的ア
プローチを取り入れながら、作品に表象されている風景や場所、空間などに反映された歴
史的イデオロギーを分析したことにある。ホーソーンの作品を、ソローやエマソン、クー
パーなど、様々な 19 世紀アメリカ・ルネッサンスを代表する作家達の作品と比較しながら、
彼らのテクストに描かれる 19 世紀アメリカの風景や場所や空間が、どのような歴史的・政
治的イデオロギーを孕んでいるのか、またそれが作家たちによってどのように認識されて
いるかを検証し、その成果を最終的に博士学位請求論文の形でまとめた。 
 
研究成果の概要（英文）：The good results of this study come from the analysis of historical 
ideologies represented in the landscapes, places or spaces described in the works by 
American Renaissance writers, especially those by Nathaniel Hawthorne, conducted by 
employing the recent academic approaches to landscapes or spaces in the various fields 
from ecology to geography and ecological literary criticism. This study shows how strongly 
the contemporary political ideologies beneath such symbolic or mythical images and 
discussions of place such as wilderness, frontier, city, or utopian communities prevailed in 
the nineteenth century are reflected in the works of the antebellum American writers.   
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研究分野：アメリカ文学 
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１．研究開始当初の背景 
アメリカン・スタディーズが学問的に確立
しだした半世紀前には、Ｈ・Ｎ・スミスや

レオ・マークス、あるいはペリー・ミラー
らアメリカ研究者たちが、ウィルダネスや
パストラル、フロンティアといった、アメ



リカの神話的・象徴的空間や場所のイメー
ジが、どのように形成され、伝承され、国
家の文化的イコンへとなっていったかを分
析していた。特に文学研究においては、そ
のような先行研究のおかげで、各時代の作
家たちがどのように場所や空間の文化的イ
メージをその作品に反映させていたかが
徐々に明らかにされていった。地理学や風
景学、環境生態学などの知見が、学問分野
を超えて幅広く共有されている現在、環境
文学の研究も盛んに行われ、そのようなア
メリカ的場所や空間の国家的イメージに潜
む政治的イデオロギーに、作家たちがどう
反応していったのか、また現実の場所や空
間の表象にそのようなイデオロギーがどう
関与しているかにも関心が寄せられている。
しかし環境文学の研究においては、もっぱ
ら自然について語ったり、描いたりしてい
る作家たちの作品に焦点が当てられ、同時
代のポーやホーソーンといった、フィクシ
ョン作家たちの作品における場所表象、空
間表象に十分な焦点が当てられ、考察が深
められているとはいえない状況であった。
そこで、西部やフロンティアといった場所
や空間にまつわるアメリカ的神話やシンボ
ルなどの先行研究や、ウィルダネス概念の
歴史的考察などを改めて再考しながら、同
時代の 19 世紀アメリカ東部において作家
たちに実際に観察描写された場所や空間が
どう表象され、そこにどのような同時代的
イデオロギーが反映されているのかを考察
する必要があった。 
 
２．研究の目的 
本研究の第一の目的は、19 世紀前半から中
葉にかけてのアメリカ・ルネサンスの文学
研究、特にナサニエル・ホーソーンの諸作
品の研究に、昨今の生態学、歴史学、地理
学、社会学、あるいは哲学など、様々な学
問領域で進んできている風景論や景観論と
いった極めて学際的な研究成果を取り入れ
ることで、作品に表象されている風景や、
場所、空間などの歴史的イデオロギー性を
分析することにある。ホーソーンの作品を、
ソローやエマソン、クーパーなど、様々な
19 世紀アメリカ・ルネッサンス期を代表す
る作家達の作品と比較しながら、彼らのテ
クストに描かれる 19 世紀アメリカの風景
や場所や空間が、どのような歴史的・政治
的イデオロギーを孕んでいるのか、またそ
れが作家たちによってどのように認識され
ているか、あるいはいないのかを検証し、
明らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
①ウィルダネス概念の歴史的変遷、②シン
ボル及び実体としてのフロンティアとアメ

リカ西部、③19 世紀ユートピア建設運動と
終末思想の三つの項目を中心に、これらが
ホーソーンをはじめとするアメリカ・ルネ
ッサンス期の作家達の作品でどのように表
象されてきたかを研究し、現地及び国内で
の資料収集によって、より豊富な資料的裏
付けをもとに分析した結果を、論文や学会
等の場で発表する。 
 
４．研究成果 

平成19年度の研究成果としては、イギリス・

ロマン派学会中四国支部第28回大会における

シンポジウム＜ヴィクトリア朝時代のホーソ

ーン―ホーソーンの創作活動と周囲の人々と

の軋轢＞で、ホーソーンがイギリス滞在経験

をもとに執筆したOur Old Homeを取り上げ、

パネリストの一人として発表した原稿を改稿

した拙論が、『英詩評論』第23号に「ホーソ

ーン家の"terrible hornet's nest"―作家と

作品とその評価を巡って―」として掲載され

た。また本研究課題達成のために不可欠な現

地調査のために、9月にはアメリカ合衆国東海

岸各地の大学や図書館等を訪れ資料収集を行

い、その際には、19世紀アメリカ・ルネッサ

ンス期を代表する作家ホーソーンの妻ソファ

イアや、当時のボストンにおける有力な女性

知識人の一人、エリザベス・ピーボディら姉

妹の伝記を綴ったPeabody Sistersの翻訳を

進めるため、原著者であるMegan Marshall女

史をボストンのEmerson Collegeに訪れ、質問

や確認等の作業を行った。1月には共著『エコ

トピアと環境正義の文学――日米より展望す

る 広島からユッカマウンテンへ』が晃洋書

房より刊行され、そこに拙論「人工のエデン

、廃墟のアメリカ――Ｊ・Ｆ・クーパーとホ

ーソーンのユートピア批評」および、共同執

筆したユートピア文献案内が所収された。3

月には研究課題でもある、アメリカ・ルネッ

サンス作家たちと現代のネイチャーライター

たちのウィルダネス観を比較しつつ、ホーソ

ーンのウィルダネス観をその作品に探る発表

を二つ（「ホーソーンとウィルダネス―＜他

者＞への接近」（平成19年度第3回アメリカ・

エスニック文学研究会、3月7日、於広島大学

）および「森の光と文明の闇と―ホーソーン

のウィルダネス再考」（第30回日本ナサニエ

ル・ホーソーン協会九州支部研究会、3月29

日、於福岡大学）行った。 

平成20年度には、平成19年度、20年度に収

集した資料に基づいて執筆した論文や学会発

表を始め、これまでのすべての研究成果を、

学位請求論文『ナサニエル・ホーソーンの場

所表象―ウィルダネスからユートピアへ―』

としてまとめ、広島大学文学研究科に提出、



博士（文学）号を授与されたことが一番大き

な成果である。その他、研究論文として、「

ホーソーンとウィルダネス―＜他者＞への接

近」（アメリカ・エスニック文学研究No.5、

2009年3月）を発表、学会発表としては、6月8

日にノートルダム清心女子大学で開催された

中四国アメリカ文学会第37回大会において、

シンポジウム「Hawthorneと19世紀アメリカ社

会」の中で発表者の一人として、「19世紀版

＜丘の上の町＞―ホーソーンとシェーカーと

ユートピア運動」と題して発表を行った。 

平成21年度は、当研究課題への取り組み最

終年度ということもあり、主にこれまで三年

間の研究成果を国内外で発表することを主な

目標とし、二年間で収集した資料をもとに、

昨年度博士号を授与された学位請求論文『ナ

サニエル・ホーソーンの場所表象―ウィルダ

ネスからユートピアへ―』の出版に向けて、

現在も原稿の整理や加筆修正に取り組んでい

る最中である。発表としては以下の二点を行

った。一つは6月3日から6日にかけて、カナダ

のヴィクトリア大学で開催された文学と環境

の学会、ＡＳＬE（Association for the Study 

of Literature and Environment）の年次大会

において、大会のテーマが「island」であっ

たことから、ホーソーンの代表作『緋文字』

と、日本は東京の向島を舞台にした作品を取

り上げ、作品に表象されるメタファーとして

の、あるいは地理的な「島」とヒロインとの

関わりについて比較考察する国際学会発表を

行った。もう一点は、同じく環境視点での文

学批評を研究するエコクリティシズム研究会

の年次大会で、「多文化主義的ネイチャーラ

イティングの現在」と題するワークショップ

を主宰し、文学における環境とエスニシティ

との結び付きを議論した。概して、古典アメ

リカ文学の作品分析に、風景論や「場所の感

覚」といった最新のエコクリティシズムのア

プローチを取り込んだことに、この研究テー

マの大きな意義があったといえるだろう。 
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